
省

令

告

示

一

登
録
認
定
機
関
の
名
称

変

更

後

変

更

前

株
式
会
社
イ
ー
・
オ
ー

タ
マ

テ
ュ
フ
ズ
ー
ド
オ
ー
タ

マ
株
式
会
社

二

技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在

地

変

更

後

変

更

前

神
奈
川
県
川
崎
市
麻
生

区
栗
木
二
丁
目
八
番
二

〇
号

神
奈
川
県
川
崎
市
多
摩

区
登
戸
二
九
四

神
奈
川
県
川
崎
市
多
摩

区
登
戸
二
九
四

三

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日

平成™œ年˜™月˜ 日 木曜日 第�˜ �号官 報

（
環
境
大
臣
が
行
う
常
時
監
視
）

第
十
六
条
の
六

法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
環
境
大
臣
が
行
う
常
時
監
視
は
、
放
射
性
物
質
の

濃
度
及
び
放
射
線
量
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。

２

法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
放

射
性
物
質
は
、
大
気
中
の
放
射
性
物
質
と
す
る
。

第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
結
果
の
公
表
）

第
十
八
条
の
二

法
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
大
気
の
汚
染
の
状
況
の
公

表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な

方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣

が
行
う
放
射
性
物
質
に
よ
る
大
気
の
汚
染
の
状
況
の

公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切

な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年

総

理

府

通
商
産
業
省
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
九
条
の
四
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
知
事
が
行
う
常
時
監
視
）

第
九
条
の
五

法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都

道
府
県
知
事
が
行
う
常
時
監
視
は
、
各
都
道
府
県
に

お
け
る
公
共
用
水
域
及
び
地
下
水
の
水
質
の
汚
濁
の

状
況
を
的
確
に
把
握
で
き
る
地
点
に
お
い
て
、
そ
の

状
況
を
継
続
的
に
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の

と
す
る
。

２

法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知

事
が
行
う
結
果
の
報
告
は
、
毎
年
度
、
前
項
の
規
定

に
よ
る
常
時
監
視
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
環
境
大

臣
の
定
め
る
日
ま
で
に
、
環
境
大
臣
に
提
出
す
る
こ

と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
環
境
大
臣
が
行
う
常
時
監
視
）

第
九
条
の
六

法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
環

境
大
臣
が
行
う
常
時
監
視
は
、
放
射
性
物
質
の
濃
度

を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
五
条
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
放
射

性
物
質
は
、
公
共
用
水
域
の
水
中
及
び
地
下
水
中
の

放
射
性
物
質
と
す
る
。

（
結
果
の
公
表
）

第
九
条
の
七

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都

道
府
県
知
事
が
行
う
公
共
用
水
域
及
び
地
下
水
の
水

質
の
汚
濁
の
状
況
の
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す

る
。

２

法
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が

行
う
放
射
性
物
質
に
よ
る
公
共
用
水
域
及
び
地
下
水

の
水
質
の
汚
濁
の
状
況
の
公
表
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の

と
す
る
。

（
環
境
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

環
境
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
環
境
省
令
第

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
三
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

環
境
の
保
全
の
観
点
か
ら
の
放
射
性
物
質
に
係

る
環
境
の
状
況
（
放
射
性
物
質
に
よ
る
地
下
水
の

水
質
の
汚
濁
の
状
況
に
限
る
。）の
把
握
の
た
め
の

監
視
及
び
測
定
に
関
す
る
基
準
等
の
策
定
並
び
に

当
該
監
視
及
び
測
定
の
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防

止
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の

日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
七
十
三
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

住
所
兵
庫
県
姫
路
市
網
干
区
興
浜
4
1
0番
地
5
6

洪
希
京
平
成
２
年
1
1月

1
9日
生

住
所
兵
庫
県
姫
路
市
広
畑
区
西
夢
前
台
７
丁
目
4
6番
地

洪
鍾
任
昭
和
2
0年
８
月
９
日
生

住
所
東
京
都
港
区
東
麻
布
１
丁
目
2
0番
４
号

バ
ハ
エ
バ
・
オ
リ
ガ
・
ゲ
ン
ナ
ジ
エ
ブ
ナ
昭
和
5
7年

１
月
3
0日
生

〇
総
務
省
令
第
百
十
五
号

物
品
の
無
償
貸
付
及
び
譲
与
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
総
務
省
所
管
に
属
す
る
物
品
の
無
償
貸
付

及
び
譲
与
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

総
務
省
所
管
に
属
す
る
物
品
の
無
償
貸
付
及
び
譲

与
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

総
務
省
所
管
に
属
す
る
物
品
の
無
償
貸
付
及
び
譲
与
に

関
す
る
省
令
（
平
成
十
二
年
総
理
府
・
郵
政
省
・
自
治
省

令
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
大
臣
官
房
会
計
課
長
」
の
下
に
「
、
管
区

行
政
評
価
局
長
、
四
国
行
政
評
価
支
局
長
、
沖
縄
行
政
評

価
事
務
所
長
、
総
合
通
信
局
長
、
沖
縄
総
合
通
信
事
務
所

長
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
環
境
省
令
第
二
十
四
号

放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
の
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第

六
十
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
基

づ
き
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
の
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令
を
制
定
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
の
防
止
の
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴

う
関
係
省
令
の
整
備
に
関
す
る
省
令

（
大
気
汚
染
防
止
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

大
気
汚
染
防
止
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年

厚

生

省

通
商
産
業
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
六
条
の
四
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
都
道
府
県
知
事
が
行
う
常
時
監
視
）

第
十
六
条
の
五

法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
常
時
監
視
は
、
各
都
道
府

県
に
お
け
る
大
気
の
汚
染
の
状
況
を
的
確
に
把
握
で

き
る
地
点
に
お
い
て
、
そ
の
状
況
を
継
続
的
に
測
定

す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

知
事
が
行
う
結
果
の
報
告
は
、
毎
年
度
、
前
項
の
規

定
に
よ
る
常
時
監
視
の
結
果
を
取
り
ま
と
め
、
環
境

大
臣
の
定
め
る
日
ま
で
に
、
環
境
大
臣
に
提
出
す
る

こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
六
十
六
号

電
気
通
信
事
業
法（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）

第
九
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
認
定
機
関
と

し
て
登
録
し
た
テ
ュ
フ
ズ
ー
ド
オ
ー
タ
マ
株
式
会
社
か
ら

登
録
認
定
機
関
の
名
称
及
び
技
術
基
準
適
合
認
定
の
業
務

を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
六
十
七
号

端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る
規
則

（
平
成
十
六
年
総
務
省
令
第
十
五
号
）
様
式
第
七
号
の
規

定
に
基
づ
き
、平
成
十
六
年
総
務
省
告
示
第
九
十
四
号（
技

術
基
準
適
合
認
定
及
び
設
計
に
つ
い
て
の
認
証
を
受
け
た

端
末
機
器
に
表
示
す
る
文
字
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

第
三
号
の
表
中「
テ
ュ
フ
ズ
ー
ド
オ
ー
タ
マ
株
式
会
社
」

を
「
株
式
会
社
イ
ー
・
オ
ー
タ
マ
」
に
改
め
る
。

〇
消
防
庁
告
示
第
二
十
一
号

消
防
法
施
行
規
則（
昭
和
三
十
六
年
自
治
省
令
第
六
号
）

第
四
条
の
六
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
一
条
の

四
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
令
第
四
条
の
五
第
一
項

に
規
定
す
る
登
録
確
認
機
関
と
し
て
登
録
し
た
公
益
財
団

法
人
日
本
防
炎
協
会
か
ら
代
表
者
の
氏
名
の
変
更
の
届
出

が
あ
っ
た
の
で
、
同
令
第
四
条
の
六
第
四
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
令
第
一
条
の
四
第
二
十
二
項
第
二
号
の
規
定
に

基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
公
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
九
日

消
防
庁
長
官

大
石

利
雄

一

変
更
後
の
代
表
者
の
氏
名

新
井

雄
治

二

変
更
の
日

平
成
二
十
五
年
十
月
一
日
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